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（令和7年12月5日　午後1時00分） 

 

●議長（酒井　聡）　休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

通告の8　湊喜一議員。 

 

1、子育て支援について 

2、産後ドォーラについて 

3、オンラインマンツーマン英会話について　 

 

議席番号10番、湊喜一議員。 

 

◆10番（湊　喜一）　議席番号10番、湊喜一です。通告に従いまして3点質問をさせて

いただきます。まず最初に子育て支援についてでありますが、全国的な傾向であります

けれども、信濃町における出生数は年々減少傾向にあります。信濃町においても様々な

子育て支援を行っていることに対しては、大いに評価させていただきますが、財政的な

問題はつきまといます。そこで子育て支援基金を創設すべきだと、そういう提案をさせ

ていただきたいと思います。給食費の無償化、エアコンの設置、未満児の保育料の軽減

または無償化、これから提案いたしますオンラインのマンツーマン英会話の授業、それ

から乳幼児の伴走型支援の内の産後ドゥーラの推進の財政的な後ろ盾になってくると

思います。この基金に対する町長の見解をお聞きいたします。 

 

●議長（酒井　聡）　鈴木町長。 

 

■町長（鈴木文雄）　ただいま頂きました湊議員からのご質問にお答えいたします。子育

て支援基金ということでございますけれども、この創設については、地方自治法第241条

に基づくものかと思います。条例におきまして、基金の目的や積み立ての具体的な内容、

そしてまた運用取り崩し等の取扱いを定めた上で、特定の目的に充てる資金を積み立て、

確実かつ効率的に運用することができる。そういう仕組みかと認識しております。当然の

ことながら、目的外の使用はできずに、また運用状況は予算決算の過程で整理させていた

だき、監査の対象にもなるものと承知しております。詳細につきましては、総務課長から

答弁をさせていただきます。 

 

●議長（酒井　聡）　柄澤総務課長。 

 

■総務課長（柄澤　豊）　それでは新たな基金の創設の判断ですが、基金は年度をまたい

で財源を平準化するための仕組みですので、基金の目的の明確化や積み立て財源の見込

み、対象事業等上限の考え方、既存の財政調整基金との役割の明確化など、このほかにも

判断すべき要素はありますが、こういった点を整理して、現時点でどの事業にどの程度の
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原資を、どの期間にわたり安定的に、当てていくのかという具体的な事業内容と必要額の

精査が整っておりませんので、現時点で基金を直ちに創設するかどうかの結論は申し上

げられない状況となります。また、特にエアコン設置などのハード事業整備については、

補助金や起債等、交付税措置も考慮して整備を進めていきますので、これらも組み合わせ

て進めていく必要があると考えています。そういったことも踏まえた上で、必要性と規模

が明確化になった段階で、要否を含め創設するかどうか検討をしてまいります。 

 

●議長（酒井　聡）　湊議員。 

 

◆10番（湊　喜一）　おおむねこういうお答えが返ってくるとは思っていたのですが、基

金というと非常に目的がしっかりしてきますので、この基金があることによって子育て

支援が進んでいくという観点から、基金の創設いいんじゃないかなと思った次第であり

ます。これしっかり研究していただいて、そういうような財政的な後ろ盾ができるという

ことは子育て支援、様々な子育て支援が、これからも出てくると思います。そういうとこ

ろをしっかり取り組んでいただきたいと思ったので、この基金の創設というのを提案さ

せていただきました。これは産後ドゥーラについてでありますが、令和5年の3月議会に

おいて提案をさせていただいております。その後の進展というのはあるのかそれをお聞

きしたいと思っております。産後ドゥーラというのは、ドゥーラ協会という民間の団体の

資格であって、75時間の講習を受ける必要があります。約4か月間かかると聞いており

ます。この講習が40数万円かかる金銭的にも大変であります。産後ドゥーラの資格を取

るための助成金、是非とも町として作っていただき、この産後ドゥーラの資格を持った方

の信濃町において活躍していただけるという。そういう助成を是非ともやっていただき

たいんですが、その見解をお聞きしたいと思います。 

 

●議長（酒井　聡）　椙澤住民福祉課長。 

 

■住民福祉課長（椙澤恵美）　それでは私の方からお答えさせていただきます。産後ドゥ

ーラにつきましては、一般社団法人ドゥーラ協会の認定を受けた母子支援の専門家とい

うことで、個人事業主になります。産後ドゥーラとして活動されている方は、協会のホ

ームページでお名前や活動地域、提供サービスの内容などを確認することができます。　　

ご指摘のとおり、産後ドゥーラの資格認定を受けるには、半年間ほどかかるというふう

に認識しているところなんですが、75時間程度の養成講座を受講し、その費用は40万

円ほどということで、東京や愛知県の一部自治体では、受講費用の助成を行っておりま

すが、長野県内であっては、現在のところ助成を行っている自治体はございません。ま

た、県内で資格をお持ちの方は7名に留まっておりまして、近隣では長野市にお一人お

られるといった状況でございます。その一方で信濃町における出生数は令和6年度は、

20人と減少傾向にある中で、町内で産後ドゥーラとして活動したいという方が、おられ

れば育児・家事サポートをお願いできますので、子育て支援の充実につながるとは思い

ますが、資格取得に関するニーズについては、現時点では把握ができておりません。 
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このような状況を勘案し、これらに対する経済的支援につきましては、今後の検討課題

とさせていただきたく、ご理解のほどをお願いいたします。なお、保健師が各家庭を訪

問する機会も多々ありますので、健診等の事業も実施しておりますので、そのような場

面を利用して、産後ドゥーラに関する取組についても周知してまいりたいと考えており

ます。 

 

●議長（酒井　聡）　湊議員。 

 

◆10番（湊　喜一）　当面信濃町はそういう形では産後ドゥーラは必要ないような雰囲気

の答弁でありましたけれども、子育て支援としてこの産後ドゥーラ、手厚い支援なんです

よね。今課長がおっしゃった伴走型支援。ここ最近始まりだしました。保健師等によって

母子の健康を見守るという伴走型支援というのは、非常に充実しつつあります。これも大

事なことでありますが、そのときに、家庭内が掃除が行き届かなかったり、食事がなかな

か取れなかったり、特に母体の睡眠が取れないという場合が多いと思われます。夜泣きで

あり、夜中の授乳であり、母親というのは、子供を産んだ直後と産じょく期というのは非

常に体が疲弊、体力も落としているでしょうし、大変なところで子育てをしていかなけれ

ばならない。昔のじいちゃん、ばあちゃんがいて、そういうところも面倒を見てもらえる

ような家庭環境ならば、そういうのは必要ないかもわからないですけど、現代核家族化し

ております。夫婦と子供だけの場合は、母親の仕事がものすごく増えます。その家事支援

をするということ。産後ドゥーラはその家事支援まで手を出せる、そういう資格でありま

す。この民間の資格でありますけれども、今国の方でも産後ドゥーラというのは認められ

ておりまして、つい最近の厚生労働大臣の国会における答弁において、ちょっと一部紹介

させていただきます。「育児に関する指導やサポートを行う上で必要なものに産後ドゥー

ラも含まれると考えている」と大臣は回答しております。「産後ドゥーラは育児生活全般

にわたって、相談や聞き取りをやっていただいている民間資格も作って、質の向上も図っ

ておられる。これからもしっかりサポートいただければ有り難い」と答えています。この

産後のサポート事業、家事支援の必要性を産後ドゥーラという形の活動、この意義を厚生

労働大臣も認めているという、そういうことであります。それで、信濃町にそういうニー

ズがあるかないかではなくて、こういう産後ドゥーラがいて、こういうことができる信濃

町であるから、移住してこようかという若いご夫婦もおられる可能性があります。長野市

にお一人おられるというのは私も認識しておりますが、信濃町にいても、長野市までは産

後ドゥーラ、仕事に行くこともできます。是非とも、よその自治体がやっていないから、

資格を取る助成はなかなかできないじゃなくて、それをやったことによって、人が寄って

くるということも大事だと、そういう考え方も大事だと思いますので、是非ともこの助成、

資格を取るのに、43万円をちょっと切ったくらいだと思います。半年近く、ホームペー

ジには4か月くらいと書いておりましたが、半年近くかかるのかもわからないです。講座

の中には、講座を受けてそのまま試験になるとも書いてありました。ちょっと大変かもわ

からないんですけれども、是非とも産後ドゥーラの資格を取っていただき母子の家事支

援ですね、そこまで手を伸ばしていける、そういう子育て支援をしている信濃町だという



令和 7年第 424回信濃町議会定例会 12月会議 会議録（3日目） 

③－24

アピールができると思いますので、是非とも前向きに取り組んでやっていただきたいと

思うのですが、それに言えば投資だと思います。そういうことに関して町長の考え方はい

かがでしょう。 

 

●議長（酒井　聡）　鈴木町長。 

 

■町長（鈴木文雄）　産後ドゥーラということでありますが、子育て、そしてまた家事サ

ポートという面で、必要な方にとっては非常にいい仕組みかなと思います。今後そういう

役割を担っていただける方の発掘もしていかなければいけないと思いますけれども、そ

ういった中で、町としてどういったサポートができるのか、研究をさせていただきたいと

思います。以上です。 

 

●議長（酒井　聡）　湊議員。 

 

◆10番（湊　喜一）　是非とも、やっていただく方を発掘するのも大変だと思います。そ

う簡単にそこまで踏み込んで、果たしてそれで生計が成り立つのかどうかというのも、見

通しもついていないところになるんでしょうけども、そこで助成金があって、それほど経

済的にその資格を取るのに、金銭的に大変な思いをしなくていいならば、取ってみようか

なという人たちはいると思います。是非ともこの産後ドゥーラに対して助成というのを

作っていただければ、長野県内でやってないから、それはそれでニュースソースになると

思いますので、是非ともやってやろうという形でお願いしたいと思います。あと産後ドゥ

ーラと今言って、クエッションマークがついてる方がたくさんおると思うんですけども、

要するに家事の支援までできるという、生まれて8週間ぐらいは、母体というのは休めな

ければならない。そこで、子育てと家事となかなか両立させることができない。そこをサ

ポートしていくそういう方たちのことです。行政は保健師等が母子の健康の見守りはし

ますが、家事の支援まではできない。そこをできるという、その利点が出てきます。本当

の意味の子育ての支援だと思いますので、是非これを踏み込んでいただいて、この産後ド

ゥーラの人材を発掘していっていただきたいと思いまして、次の問題に移ります。オンラ

インのマンツーマン英会話について、教育委員会にお聞きしたいと思います。通告にも書

いておりますが、日本人は英語会話が苦手と言われ続けて数十年ですね。私もあまり得意

ではないですが、ほとんどの学校においてALTの教師が配置されております。それでもま

だまだ英語会話は苦手という児童生徒は多数を占めていると思います。なぜかと言いま

すと、英語で会話する時間が短いからなんですね。ALTではALT、1人に対して生徒約30

人近く、1対30、1校時の1校時、今小中学校は1校時40分ですか。45分ですか。その

時間内に30人と話しできるとすると、割ると大体1分以内、会話全ての時間、1校時全

部を使っても1人に対している会話というのは1分少々だと思います。これを解消でき

るのが、この今紹介しようと思っているオンラインのマンツーマンの英会話です。一応今

やっているところが1コマが1時間。25分間のオンラインのマンツーマンです。生徒1

人に対して、先生が英会話で25分間しゃべり続ける、会話を続けるわけです。非常に濃
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い英会話ができます。これを年に2回、3回、5回くらいをやると、かなりのALTとお話

しする以上に会話ができます。それで会話が得意になっていく。話しする腰が引けるとい

うことがなくなる。実は私もペンションをやっていますが、バブルの頃は外人しか泊まり

にきてませんでした。もう必然的に英語しか通じない。中には、日本語を少し理解する人

がいましたけれども、電話が鳴ったらドキッとする毎日でした。英語でバラバラときます

から、覚悟決めて電話に出てましたけれども、あまり英会話得意じゃなかったんですけれ

ど、生活のためですので必死になって英語を喋っていました。英会話のこういうオンライ

ンの授業を受けていたら、もうちょっと英語が楽にしゃべれたかもわからないんですけ

ど、ドキドキでした。ただ、それが2年3年たつと苦痛でも何でもなくなって、普通に英

語で冗談が言えるようにもなりましたから、もう今はダメですけれども、そのときは英語

がそんなに苦痛じゃなくなって、2年も経てば苦痛じゃなくなりました。やはり、耳に英

語が慣れてきたからだと思います。25分間、いろんなことを会話する、これによって訓

練されて英会話が苦手じゃなくなる。そうすると、発音がしっかりしてくると、英語のス

ペルが簡単に覚えられるようになる。これは英会話を教えている人たちは、口をそろえて

言う、発音さえしっかりできれば、英語は本当に授業が進んでいく、得意になってくると

いう話をされております。是非ともですね、小中学校でこのマンツーマンの英会話の授業

を取り入れていただきたいなと思うので、教育長の見解をお聞きしたいと思います。 

 

●議長（酒井　聡）　北村教育長。 

 

■教育長（北村康彦）　オンラインマンツーマン英会話の導入についてのお尋ねでござい

ます。授業の中で英会話力を向上させるためには、第一に子どもたちが必要感を持って、

楽しみながら英会話を学んでいるかどうかということが大切だと思います。これはオン

ラインマンツーマン英会話を導入したとしても、同じことが言えるのかなというふうに

思っています。また、間違えても大丈夫といった精神的な安心感が教室にあるということ

も重要なのかなというふうに思います。現在信濃小中学校では、ALTとの対話によるコミ

ュニケーションや身体を使った体験的な学びを重視しながら、児童生徒が必要感を持っ

て、楽しく学べる授業展開を工夫したり、ALTが自らハロウィンやクリスマスの展示を行

うなど、積極的に児童生徒に声をかけ、日常的に授業だけではなく、廊下だとかですれ違

ったような日常的に、英語に親しめる環境づくりを行っております。また、幸いなことに、

信濃小中学校では、様々な言語や文化的な背景を持つ児童生徒が在籍しておりまして、子

どもたちは自然な形で日本語以外の言葉や文化に、日常的に触れる機会を持っています。

まずはこうした信濃小中学校の強みを生かしながら、英語力の向上に引き続き取り組ん

でまいりたいというふうに思っています。その上で、オンラインマンツーマン英会話の導

入につきましては、環境整備の問題、指導設計、教えてくれる先生と子どもとの相性等あ

ると思いますし、そうしたことも含めた効果測定なども含めて調査を行い、将来的な導入

の可否を検討してまいりたいというふうに考えます。以上です。 

 

●議長（酒井　聡）　湊議員、極力簡潔に説明していただくように願います。はい、湊議
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員。 

 

◆10番（湊　喜一）　簡潔に説明は非常に難しいと思っているんですけれども、今このオ

ンラインのマンツーマン英会話をやっている組織なんですけども、時差の関係で、対話の

相手はフィリピンです。フィリピンは公用語は英語ですから、言えばネイティブの英語が、

多少癖があるんだと思うんですけども英語には違いないです。そこに3000人規模のそう

いう教師、教師に類するマンツーマンの相手がある、信濃小中全校、全校でやっても数百

人ですよね。一気にできないこと、敢えてできないことないと。ただし、1コマが25分

であると。そういうことですから1学年だけ1年に4、5回です。ほんのわずか、ふるさ

と学習の半分くらいの時間を使って英会話の授業を受ける。ALTはALTの良さがありま

す。対面でやる授業というのが一番大事だと思っております。私も。ただ会話の時間とい

うことに関すると、このオンラインというのは非常に有効である。時間の使い方が、会話

ばかりです。趣味は何、何して遊んでいる。例えばそういうことです。そういうことから、

その相手と親しくなれば、次からその自分が今日、相手してもらった人を指定できる、そ

ういう仕組みになっているみたいです。友達になれればまた会話を増えてくると思いま

す。前回こうだったね、今何してる、ということになってくると思うので、お友達になれ

れば、それだけ会話の質も増えて、上がってくると思いますので、英会話としての成り立

ちになってくるんですね。ALTはもちろん、対面でいろいろな事象でその子にあったいろ

いろな会話ができていく、ALTを否定するものではないと思いますので、これはALTは

ALT。オンラインのマンツーマンの英会話はオンラインであると。ただし、隣がしゃべっ

ている相手と自分がしゃべっている相手は違う人であるという、そういうことです。それ

と文科省、今、AIのオンラインの英会話、AIですからマンツーマンと言わないんでしょ

う。その英会話を推奨しているみたいですけど、やはり人間と機械とでは会話の質が変わ

ってくると思います。是非とも研究をしていっていただきたいなと思います。再度そのこ

とに関してお願いします。 

 

●議長（酒井　聡）　北村教育長。 

 

■教育長（北村康彦）　私も中学生になって以来、相当数、英語の授業を受けてまいりま

した。その中で、英語がしゃべれるようになるということの意味の大きさや、自分自身、

もっとしゃべれるようになればよかったなと思うにつけ、子どもたちの英会話力の向上

については、町としても取り組んでいかなければいけないことだなというふうには思い

ます。そんな中で今議員さんおっしゃられたように、マンツーマンですので、次から親し

くなった人ともう一回というようなこともある一方で、この相性が悪かったり、あるいは

授業でやるということになると、必要感を持って全員やるかという問題もあると思うん

ですね。先ほどもお話ししましたが、子ども全員が必要感を持って楽しく取り組める、そ

ういう教育課程になるかどうかというところは、きちんと検討した上で導入を考えてい

かないと、そうしたことがあることによって学校に行きたくないとか嫌だという子供も

出てくる可能性がありますので、その辺も含めて、先ほど来申し上げている環境整備、効
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果測定等も含めて慎重に検討してまいりたいと思います。否定的でなく、前向きに考えて

はまいりたいと思いますので、よろしくお願いします。以上です。 

 

●議長（酒井　聡）　湊議員。 

 

◆10番（湊　喜一）　なかなか完結というのは難しいんですけれども、このオンラインの

マンツーマンの英会話の研修を受けたときに、要するに家庭でも、このオンラインでつ

なぐことによって、この授業に入れる。学校に行かなくても、端末さえあればこのオン

ラインの英会話には入っていける、するようにできるという、そういうシステムをとっ

ているらしくて、それはそれでいいと、それとこれを導入した、今導入しているのは私

立の小中学校が多いみたいですけれども、非常に英語の力が上がって英検3級ですか。

これを初めて英検3級を取れたという生徒が、格段に増えたという実績の報告が確かあ

りました。話す力の向上と要するに自信がつくんですね。会話に。定性効果というみた

いです。英語を話す力の向上は定量効果というみたいです。それで英語の力が総合的に

上がっていくという。そういう結果が出ておりますので。それと非常にお値段が安いと。

この単価の話はまた個別にさせていただきたいと思いますけど、非常にお安く、年間で

数万円、一人につき数万円。私が聞いたのは2万円と聞いたんですけれども、そのくら

いで済んでしまうということでしたので、是非とも検討・研究をお願いしたいと思いま

す。この概要説明の資料は事前にお渡ししていると思いますので、しっかり研究をして

いただきたいと思います。短いんですが、今日はこのぐらいで、私の一般質問を終わり

たいと思います。 

 

●議長（酒井　聡）　以上で、湊喜一議員の一般質問を終わります。 

この際、1時45分まで休憩といたします。　　　　　　　 

　 

（終了　午後1時32分）　 

 

　　　　　　　


